
自治体と連携した研修園の設置と
新規就農研修の取組について

ＪＡえひめ南

資料３



ＪＡえひめ南管内の農業

宇和島市

鬼北町

松野町

愛南町



ＪＡえひめ南かんきつ産地の概要

宇和島地域（R５）

栽培面積 約 2,371ha
生産量 約60,925ｔ
生産額 約 118億円

愛媛県果樹栽培状況等表式調査



西 日 本 豪 雨 災 害
（平成30年7月）



被災園地の復旧

再編復旧園地「白浦工区」
における植栽開始              
（令和６年３月11日）



ＪＡえひめ南における就農支援

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修生の交流、講座・実習等の連携 



ＪＡえひめ南みかん学校の取組み



＜ 目 的 ＞

   かんきつ農業は地域の基幹産業であり、ＪＡえひめ南の基幹農産物である。

宇和島市におけるかんきつ産地の担い手対策が、愛南や鬼北・松野に比べ遅れていた。

新たな魅力ある品種の栽培や高品質生産、価格が堅調に推移

西日本豪雨災害の影響等もあり、担い手の高齢化の進行や減少が急激に進み、遊休園地が増加。

県や市など関係機関と連携し将来を見据え多様な担い手を養成するみかん学校を開設

新たな担い手を確保育成することにより、かんきつ産地の維持・強化

 



＜ 取組みの経緯 ＞

＜令和３年度＞

・JAによる新たな担い手対策へ向けたJA作業部会の立ち上げ（８月）

・市や県地方局、みかん研究所、果樹同志会等を関係機関や農家を含めた第1回目の担い手対策検討会を開催（１月）

＜令和４年度＞

・関係機関との担い手対策検討会により、行政等と連携したＪＡ独自の担い手対策を実施する「ＪＡえひめ南

みかん学校」の設立方針案（令和６年４月開校）を取りまとめ、1月のＪＡ理事会へ報告。

・施設や機械、体制整備へ向けた取組みを進めるため、国事業（サポ－ト体制構築事業）や市事業（みかん学校整備

事業）を要望するとともに、農林中金事業（ふるさと共創事業）助成を申請。

＜令和５年度＞

・研修園地(50ａ)の管理・研修生の募集を開始するとともに、各種補助事業等を活用し、研修拠点の改修や研修機具、教

材等の整備など受入態勢を整備。研修生５名受入。

国(県)事 業 ：研修用農業機械の整備、就農相談活動の実施

市 事 業 ：研修教材や産地紹介動画・ﾊﾟﾝﾌの作成、研修園地の整備（ﾄｲﾚ・苗木）

農林中金助成：研修拠点施設の改修、研修用農業機械の整備など

＜令和６年度＞

・４月３日に開校



新 規 就 農
（国：経営開始資金 150万円×最長３年）

耕作者がいない

○機械・施設

○優良農地

○耕作放棄地

○研修期間（１～２年）

〇管内への就農希望者
（農家子弟、新規参入）

〇研修内容
・技術研修：研修圃場

農家圃場（協力農家）
みかん研究所

 座 学：農業基礎、栽培技術、
経営ほか

貸借

○就農定着実践研修

○新規就農者の機械、施設
整備支援

○就農初期の収入確保支援

農
業
委
員
会
・
中
間
管
理
機
構
を
活
用

○地域農業（みかん）のＰＲ
○県内外から新規就農者募集

○就農相談
〇就農体験ツアー
〇農地、空家、中古農機等

のあっせん

（リタイア農家情報の収集）

人

農

地
・

機

械

・

施
設

①就農希望者の受入
＜ＪＡ・市・県（南予地方局）＞

②就農研修（就農準備研修）
＜ＪＡ＞

③就農定着支援
＜ＪＡ・市町・県（南予地方局）＞

J A え ひ め 南 担 い 手 養 成 研 修
【みかん学校（宇和島市）】

実践就農研修
（国：就農準備資金 150万円×最長２年）

全国からの就農希望者募集

振興品目の耕作（農地維

持管理）
新植・改植

小規模園地整備

研修機械・施設の整備

＜ＪＡ研修農場＞

機構又はJAから新規就農者



１-（１） 就農研修生の受入れ体制の整備

就農相談体制の整備
（項目）

取 組 み 内 容 課 題

研修生の募集

就農相談

〇JAかんきつ担い手対策協議会（年１～２回）、市農業支援センタ－会（年３～4回）

→県（地方局）、市、ＪＡ等への就農相談情報の共有、相互対応

〇就農相談・募集活動（県地方局、市、JAが情報共有）

・地元農家や関係機関への周知（ﾁﾗｼ、ﾊﾟﾝﾌ等）

・県内外の就農フェア等への参加(R５：年4回)、JA・市ホームページ等を活用し、全国

から広く意欲ある就農希望者を募集（R5：就農相談計30件、研修生計6人）

〇農業体験（市体験ツア－等を活用）

〇農業アルバイト（宿泊施設みなみ風

（市から委託を受けてJAが運営）、市体験住宅等を活用）

他産業も人材不足のため

就農希望者が少なくなっ

ている。

実践研修（みかん学校）
・カリキュラム作成
・研修農場整備・運営

〇研修カリキュラムの作成（週4日、年1,410時間、実習80%）

〇研修内容の充実（研修教材の制作3種）、

県・市、全農等の関係機関や愛媛大学へ講師を依頼

〇研修農場の整備・運営（就農園地の確保（約２ｈa）、施設・機械等の整備）

（県担い手総合支援事業を活用）

露地栽培のため雨天の

研修(実習作業）に苦慮

農地のあっせん

〇ＪＡが、農業委員会等と連携し、後継者のいない農地等（一定の就農園地）を

借り受け、研修後就農者へ転貸できる農地を確保（R６：5件：約1.9ha）

〇市や農業委員会、地域農業者等と連携し研修期間中に遊休農地や離農・規模縮小

希望農地情報を収集し、新規就農者へあっせん（R６：農地2件：約１．８ha）

優良な農地情報が

少ない



１-（２）就農研修生の受入れ体制の整備

就農相談体制の整備
（項目）

取 組 み 内 容 課 題

農業機械施設

倉庫等のあっせん

〇中古農機具等の情報整理・あっせん ＜市農業支援センタ－と連携＞

〇国等の事業を活用し新規就農に必要となる機械・施設、倉庫等の整備を支援  

（県市担当者による国・県・市の就農支援制度の説明）

倉庫や施設の確保

が難しい

住居のあっせん
〇短期体験 ：市体験住宅やみなみ風等を活用

〇長期・定住：市空き家バンクを紹介
市空き家バンク充実

生活面のサポ－ト

〇生活費支援

・就農準備資金（50歳未満の就農予定者） R6：3人、R７：4人（予定）

・営農インタ－ン推進事業（50歳以上） R６：1人、R7：1人

・休日等を利用した農業アルバイトの紹介（JAや農家）

〇年２回研修生と個別面談

〇その他、実践研修で農家研修や地域行事等により就農予定地の円滑な人間関係の構築

を支援

就農後の定期的な

支援も重要

 （県普及員や市町

   担当者等と連携）



（ＪＡえひめ南宿泊施設「みなみかぜ」）
〇施 設：JAえひめ南が宇和島市から施設の管理委託を受け、アルバイタ－等の

宿泊施設として運営

〇部屋数：宿泊定員２０人（１８部屋（個室：16室、２人室：2室））

〇所在地：宇和島市吉田町立間尻



（宇和島市移住体験住宅）



（宇和島市オーダーメイド型 移住体験ツアー）

宇和島市では、県外からの移住を検討されている方に、当市の魅力や暮らしを体験していた
だくオーダーメイド型の移住体験ツアーを実施しています。

こんな体験がしたい、こんな人から話を聞いてみたい等のご希望をお聞きして、移住後の生
活がイメージしやすくなるよう、一組ずつ市内をアテンドします。



2 研修農場（みかん学校)の整備

（１）拠点施設
宇和島市吉田町沖村

（旧ＪＡガソリンスタンドを改修利用）



（２）研修園地

・令和５年に吉田町南君に約50ａの園地（温州、甘夏、伊予柑等）を確保し

研修園地として整備（うち５a程度をR7年に改植（甘夏→ﾎﾟﾝｶﾝ、紅ﾏﾄﾞﾝﾅ、甘平など））

 ・また、６年に研修生の就農園地として3園地（約150a）を借入、さらに、７年には

離農希望農家から２園地（約40a）の借入を検討 ＊優良園地の貸借ができないのが課題



・自走式チッパ－１台（国補） ・家庭用選果機１基（国補） ・ラジコン草刈機１台（国補）

・動力噴霧器 ２台 ・クロ－ラ－ １台 ・E キャット １台

・気象ロボット １基 ・研修圃場トイレ １基 ・軽トラック １台

・その他農業用機材・道具

（３）主な研修機械・装備



（４）研修制度

➀ 研修生募集
〇募集期間：例年７月～１２月
〇募集定員：当初 かんきつ 5名（地元出身者、新規参入者）

                                                          → 目標10名
② 研修期間

１～２年（新規参入者は原則２年）

➂ 研修内容（国の研修機関の認定基準を満たす）
〇栽培実習(ＪＡ研修園地、協力農家) 

〇座学 (栽培技術、経営、各種制度、就農計画の作成等)

〇外部研修(優良農家や試験研究機関等)



（カリキュラムの概要）
〇主な座学（約32日）

研　修　課　題 場　所 講　師 日数（日）

農作業安全 教室、現場 ＪＡ、県（普及指導員・農大職員）など 1.0

果樹栽培の基礎 教室・現場 県（普及指導員（果樹）） 4.0

かんきつ栽培技術（植付、剪定、摘果、品種特性など） 教室・現場 ＪＡ（果樹指導員）、県（研究員） 5.0

かんきつの土壌管理（施肥体系） 教室・現場 基礎：ＪＡ全農、施肥：ＪＡ（果樹指導員） 2.0

かんきつの病害虫と対策（農薬の安全使用含む）教室・現場 ＪＡ（果樹指導員）、県（防除所員）、メ－カ－など 3.0

鳥獣被害と対策 教室、現場 県（普及指導員）、ＪＡ（学校指導員） 1.0

かんきつ経営・簿記 教室 ＪＡ（学校指導員） 5.0

農業経営に係る税金・保険制度 教室 ＪＡ（本所職員）、農業共済組合など 0.5

新規就農に係る各種制度・資金 教室 県、市、JAの担当職員 0.5

スマ－ト農業 教室、現場 外部講師（大学、県研究員）など 1.0

GAP等の認証制度・環境保全型農業 教室、現場 県（普及指導員）、ＪＡ（学校指導員） 0.5

その他、先輩農業者との交流会など 教室、現場 農業者
（新規就農者、果樹同志会、農業指導士など）

8.5



〇実習等（約158日） ※実習割合 約80％

研　修　課　題 場　所 講　師 日数（日）

かんきつ技術研修 ＪＡ園地 ＪＡ（学校指導員、果樹指導員） 135

かんきつ専門技術研修

　（スマ－ト農業・GAP等の認証制度など）

かんきつ現場研修 協力農家、共選 農業者など 12

先進地視察 県内外先進地 先進農家ほか 4

就農計画の策定 教室・現場 ＪＡなど 3

地域行事への参画 現場 農業者など 2

2みかん研ほか 研究員・先進農家等



（研修状況①）



（研修状況②）



（５）就農定着支援

〇就農農地・中古農業機械・施設・空き倉庫等の情報収集

及び整備支援

〇住宅の紹介、あっせん

（市体験住宅やみなみ風、空き家バンク等を活用）

〇国の就農研修や経営開始支援制度の活用

（就農準備資金、経営開始資金等）

〇就農後、就農計画が実現できるよう農地、資金、技術等の

相談指導



研修生の就農のイメージ



3  研修実績 （みかん学校）

令和6年度 研修生5人（新規） → 就農（1年コ－ス）4人

令和7年度 研修生5人（新規4人、継続1人）



ご清聴、ありがとうございました。
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